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今回初めて審査員をさせていただき、久しぶりにがっつりと若手の作品を観た。各作家が色々な思いで

つくった作品からは、面白いことが起こりそうな気配やキラッとしたものを感じることができたし、同

時に残念！もったいない！という気持ちにもなった。終演後に各作家と話ができたので、ここでは全体

を通して気になったことを書く。 

 まずとにかく色がなかった。振付をするということはその人を、その空間を演出するということでも

ある。その意識を持って振付ができたら、可能性はもっと広がるはずである。あの衣装は本当に必要だ

ったか？あの照明は振付を、ダンサーを活かしてくれたか？もう一度考えてみて欲しい。 

 もう一つは、ダンスなのに、振付なのに頭で考えてつくりすぎているように思えた。頭でっかち、と

いうべきか。せっかくダンスと付き合っているのだから、とにかく動いて、踊って、身体で感じて考え

る回路を手に入れて欲しい。 

 そして最後に「観客とどのように接していくか」について考えみてはどうかと。「見る、見られる」

や「観客にどう魅せるか」を考える前に、観客と接する自分の態度を捉え直す。自分の態度で相手の態

度も変わるという当たり前のことを思い出してみる。騙されたと思って一度やってみて欲しい。これが

できたら先に記した２つのことはあっという間に解決するのでは？なんて。 

 私の好みも多分に含まれたお願いばかりであるが、少しでも皆さんの栄養になればと思う。今後の応

援の意味も込めて。 

 

伊藤千枝 

珍しいキノコ舞踊団主宰・振付家・演出家・ダンサー 

 

 

 コンペ会場の横で「Who Dance?」という展示がありました。「誰が踊る？」「どこで踊る？」「誰も

が踊る？」という３つのテーマからなる振り付けにまつわる展示。今回、鑑賞中に僕がずっと考えてい

たのは「誰と踊る？」でした。 

 舞台があって、ダンサーがいて、踊っている。そのダンスは誰と踊っているのか。音楽と踊るダンス

もある。空間と踊るダンスもある。自分と踊るだけならば悲しい。観客と踊るだけでは虚しい。そのダ

ンスが一緒に踊ろうとしている対象。その対象の大きさや奥行きが気になりました。途方もなく巨大な

ものや、目に見えないほど小さなものと踊って欲しい。言葉にできないものや、捉えることすら難しい

ものと踊って欲しい。踊るのが人間であるならば、人間のサイズを超えた何かと踊らない限り、弱い。 

 下島礼紗さんには身の丈を超えた何かと踊ろうとする覚悟があり、その覚悟は登場の一歩からも感じ

取れました。その意識の方向性もまた振付であり、今回その存在感は圧倒的だったと思います。 

 

柴 幸男 

劇作家・演出家 / ままごと主宰 

 

 



 

今年も可能性にあふれた12作品が並んだ。圧巻は下島礼紗『オムツをはいたサル』。白いオムツをはい

て踊る下島の姿は滑稽だが、執拗な彼女の動きがやがてオウムを導き出す。目眩すら覚える強度を持っ

ていた。異例だが彼女にタッチポイント賞が贈られたことも喜ばしい。江上真子『チルドレン』は、決

して滑らかには運ばない、彼女の動きの孕むノイズがやはり魅力だ。久保田舞『草みちでのくだる会話』

は強靭な身体が生む乾いた叙情が光る。今後の展開を見たい。全体として若い作り手は動きのみに関心

が集中しがちだが、自らの身体が生み出す空間にももっと意識を向けてほしい。昨年の最優秀新人賞を

受賞した田村興一郎が、緻密で完成度の高い新作をダンコレで発表したこともうれしい驚きだった。 

 

浜野 文雄 

新書館「ダンスマガジン」編集委員 

 

 

19世紀末南米コロンビアアマゾンにおいて、西洋人探検家がひとりの先住民インディオに案内役を頼ん

だ。数十年後、別の探検家がまた同じ先住民の人物に案内役を頼むときに、以前の探検家が現地で神話

になっていることを知る。ひとりの人物の経験や人生が複数の人間の身体を通して生き続けること。探

検家においても先住民インディオにおいても、そこで同時に相互作用が生ずるはずだ。 

 

ダンスを踊る経験とそれを見る経験も、また同型の作用が生じるのではないか。 

 

ダンサーが、固有の時間や空間や身体性といったものへの旅の案内人として機能するのか、もしくは道

連れとして心中の朋となるのか。 

 

ステージ上に展開されるものだけがダンスではない。自身の肉体のうちに染み付いていることや経験し

なかったことも身体の中にはすでに含まれている。さらにさらに自分の身体性の垂直の旅に出向いて欲

しい。多くの他の「自分」と出会うために。 

 

ヴィヴィアン佐藤 

美術家 



 

Yokohama Dance Collection 2017  Competition II 

 

 

 



 


